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　 1　 序

　 工 学上 の 問 題 を 取 り 扱 う場 合 に ・ 応 力 解 析 方 法 と し て の 近 似 解 法 は 、解 析 手 順 が 容 易 で あ り、広 範 囲 の 問 題 に

適 用 で き る こ と が 望 ま れ る 。こ の 意 味 で 有 限 要 素 法 は 、き わ め て す ぐ れ た 方 法 で あ る 。 　し か し 有 限 要 素 法 で は 、

そ れ ぞ れ の 要 素 に お け る 応 力 と 歪 が 均 一
で あ る か ら ・解 析 結 果 の 精 度 を 上 げ る た め に 、要 素 分 割 を 細 か く す る 必

要 が あ り 、解 析 モ デ ル の 設 定 に 多 大 の 労 力 を 要 し 、か つ 十 分 な 精 度 の 得 ら れ な い 場 合 が あ る 。 こ の た め 筆 者 は 、

静 定 の 平 面 弾 性 問 題 を す べ て 解 く こ と の 出 来 る 近 似 解 法 を 開 発 し た の で 、こ れ を 無 限 板 法 （lnfinite 　 Plate

Method ）　と 名 付 け て 報 告 す る e な お 、今 回 発 表 す る 無 限 板 法 に 比 べ る と 、解 く こ と の で き る 問 題 の 範 囲 が 狭 い

応 力 解 析 の 近 似 解 法 を 、半 無 限 板 法 と 名 郁 ナて 、す で に 報 告 し て い 魂

　 2 　 無
．
限 板 法 の 基 本 過 程

　 蹕 1 一  の よ う に 、外 力 が 作 用 し て 釣 り 合 っ て い る 単 位 厚 さ の 弾 性 体 平 板 の 内 部 応 力 を 例 に す る 。 こ こ で 弾 性

体 平 板 の 内 部 に 切 り 欠 き の 部 分 が あ る 場 合 も ・ま た 作 用 し て い る 外 力 が モ ーメ ン トで あ る 場 合 も一， 以 下 の 説 明 は

同 じ で あ る 。こ の 図 1 一
  の 問 題 弘 図 1 一

  に 示 す 単 位 厚 さ の 弾 性 体 多 角 形 平 板 で 近 似 す る 。 弾 性 体 無 限 平 板

の 1 点 に 集 中 力 あ る い は モ
ー

メ ン ト が 作 用 し て い る 場 合 の 応 力 は ・図 2 の よ う に 求 め ら れ る 。図 1 一
  の 外 力 の

．
そ れ ぞ れ に つ い て ・そ れ ら と 同 じ外 力 が 作 用 し て い る 弾 性 体 無 限 平 板 か ら、図 1 一

  と 同 じ 形 状 の 多 角 形 を 切 り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取 り 、図 1 一  〜  の よ う に 、切 り 取 っ た 後 で

　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 も 多 角 形 平 板 の 応 力 が 変 化 し な い よ う に 、切 断

　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 面 に 仮 想 の 外 力 を 作 用 さ せ る 。こ れ ら を 重 ね 合
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図 　 ユ　　無 限 板法 の 基 本 過 程

用 さ せ た 仮 想 の 外 力 を 打 ち 消 す 外 力 を 、図 ユー

  の よ うに 弾 性 体 多 角 形 平 板 に 作 用 さ せ る 。こ

の 外 力 の 切 断 面 に 垂 直 方 向 の 成 分 の 平 均 値 を 、

江 応 力 の ブ イ ル タ
ー

と 名 付 け る 。 図 1 一
  の 仮 想

外 力 を 打 ち 消 す 外 力 を 、応 力 の 7 イ ル タ
ー

の 図

1 一
  と ・ 残 り の 成 分 の 図 1 一

  に 分 e る 。残

り の 成 分 の 図 1 一
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図 　　単 位 厚 さ の 弾 性 体 無 限 平 板 内 部 の 応 力
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表 　1 　　切 断 面 に 分 布 す る 仮 想 外 力 を 集 中 力 と モ
ーttメ ン ト に 置 き 替 え る 計 算 式
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　 図 　 4

　 450 　 　　 　 　　500

無 限 板 法 に よ る
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　 図 　 5

　 450 　 　 　 　 　 　 　 500

応 力 関 数 に よ る

外 力 の 値 は 変 っ て い る が 、図 1 一
  と 同 じ 過 程 で あ る 。 し た が っ て 、再 び 以 上 に 述 べ た 計 算 を 繰 り返 す こ と が で

き る 。計 算 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、弾 牲 体 多 角 形 平 叛 の 内 部 の 応 力 は 、 弾 性 体 無限 平 板 の 応 力 と 応 力 の ブ イ ル タ

ーに よ p て 、集 積 さ れ 一定 値 に 収 束 す る 。
．計 算 繰 り 返 し の 打 ち 切 り は 、仮 想 外 力 の 値 が 十 分 に 小 さ く な っ た 時 点

と す る 。 切 断 面 に 分 布 す る 仮 想 外 力 を 置 き 替 え る た め の 集 中 力 と 毛一
メ ン ト の 計 算 式 は 、表 1 で あ る 。

　 5　 計 算 例

　図 3 に 示 す 例 に つ い て 、無 限 板 法 に よ る 近 似 解 を 図 4 に 、平 板 を 無 限 に 大 き い と 考 え た 場 合 の 応 力 関 数 に よ る

解 を 図 5 に 示 す 。 両 者 は よ く 近 似 し て い る 。

　 4 　 む す び

　無 限 板 法 は 、静 定 の 平 面 弾 性 問 題 を す ぺ て 解 く こ と が 可 能 で あ り 、 解 析 上 の 労 力 が 少 な く 精 度 の 良 い 方 法 で あ

る 。 無 限 板 法 は 、弾 性 体 無 限 平 板 の 応 力 を 重 ね 合 せ る こ と に よ り 、近 似 解 を 求 め る 方 法 で あ り、応 力 の 7 イ ル タ

ー
と い う 着 想 に よ り 、計 算 値 を 真 の 値 に 収 束 さ せ る こ と を 可 能 に し て い る 。
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